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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】ハウジング内に光源ランプ等と併設されている
複数の集積回路を低コストの構成で効率よく冷却するこ
とができ、しかも放射ノイズの低減にも効果を発揮する
ことができる内視鏡用光源装置を提供すること
【解決手段】複数の集積回路１１，１２，１３を含む電
子回路が設けられた回路基板６がハウジング内に配置さ
れた内視鏡用光源装置において、複数の集積回路１１，
１２，１３と直接又は伝熱シート１６，１７を介して同
時に面接触する金属板製の放熱板７が、回路基板６との
間に隙間をあけてハウジング内に配置されている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡に供給するための照明光を発生する光源ランプと、複数の集積回路を含む電子回
路が設けられた回路基板とが、ハウジング内に配置された内視鏡用光源装置において、
　上記複数の集積回路と直接又は伝熱シートを介して同時に面接触する金属板製の放熱板
が、上記回路基板との間に隙間をあけて上記ハウジング内に配置されていることを特徴と
する内視鏡用光源装置。
【請求項２】
　上記放熱板が全体として上記回路基板と平行に配置されている請求項１記載の内視鏡用
光源装置。
【請求項３】
　上記放熱板の外縁の半分以上の部分が、上記回路基板の外縁と位置を揃えて形成されて
いる請求項１又は２記載の内視鏡用光源装置。
【請求項４】
　上記放熱板の外縁部分が上記回路基板側に折り曲げられていて、その折り曲げ部に上記
回路基板の外縁が嵌合している請求項３記載の内視鏡用光源装置。
【請求項５】
　上記放熱板が純度９９％以上のアルミニウム板で形成されている請求項１ないし４のい
ずれかの項に記載の内視鏡用光源装置。
【請求項６】
　上記放熱板が上記回路基板と共通の固定部材で上記光源装置内に固定されている請求項
１ないし５のいずれかの項に記載の内視鏡用光源装置。
【請求項７】
　上記放熱板が、少なくとも一か所において他の領域より上記回路基板に接近する側に突
出した形状に形成されていて、その突出面が上記複数の集積回路の中の少なくとも一つの
集積回路に直接又は上記伝熱シートを介して面接触している請求項１ないし６のいずれか
の項に記載の内視鏡用光源装置。
【請求項８】
　上記放熱板の上記回路基板側に突出した部分が絞り加工で突出形成されている請求項７
記載の内視鏡用光源装置。
【請求項９】
　上記放熱板が、上記回路基板との間に隙間をあけて配置された主放熱板と、上記回路基
板側に突出する状態に上記主放熱板に固定的に取り付けられた補助放熱板とを含んでいて
、上記補助放熱板が上記複数の集積回路の中の少なくとも一つに直接又は伝熱シートを介
して面接触している請求項１ないし８のいずれかの項に記載の内視鏡用光源装置。
【請求項１０】
　上記補助放熱板が、上記集積回路との接触面積より広い面積で上記主放熱板と面接触し
ている請求項９記載の内視鏡用光源装置。
【請求項１１】
　上記放熱板に通風孔が穿設されていて、その通風孔部分に送風ファンが取り付けられて
いる請求項１ないし１０のいずれかの項に記載の内視鏡用光源装置。
【請求項１２】
　上記送風ファンが、上記放熱板の上記回路基板に面する側と反対側の面から突出する態
様に配置されている請求項１１記載の内視鏡用光源装置。
【請求項１３】
　上記送風ファンが、上記回路基板と上記放熱板との間の隙間内にその外部から空気を送
り込む請求項１１又は１２記載の内視鏡用光源装置。
【請求項１４】
　上記送風ファンが、上記ハウジングに開口形成された外気取入口の近傍に配置されてい
る請求項１１ないし１３のいずれかの項に記載の内視鏡用光源装置。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は内視鏡用光源装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡用光源装置のハウジング内には一般に、内視鏡に供給するための照明光を発生す
る光源ランプと、複数の集積回路を含む電子回路が搭載された回路基板等が配置されてい
る。
【０００３】
　内視鏡用光源装置内に配置される光源ランプは、体腔内粘膜面等の医学的診断を誤りな
く判断するのに十分な明るさを発生することができるよう高輝度のものが用いられており
、ハウジング内において高熱を発生させる熱源になっている。
【０００４】
　そこで、光源ランプが著しく高温にならないように、光源ランプには大きなヒートシン
クが取り付けられていて、光源ランプから発生する熱を周囲に放熱させている（例えば、
特許文献１）。
【０００５】
　また、内視鏡用光源装置は多くの場合、内視鏡による観察映像の撮像信号等を処理する
ためのビデオプロセッサを兼用している。したがってハウジング内には、ＬＳＩやＩＣ等
のような集積回路が複数使用された電子回路が配置されている。
【０００６】
　そのような集積回路はそれ自体で発熱源となるが、内視鏡用光源装置の場合は、光源ラ
ンプからの放熱が集積回路にさらに悪影響を及ぼすおそれがある。そのため、各集積回路
の温度上昇を低減させる策が必要になる。
【０００７】
　しかし、ＣＰＵやＦＰＧＡ等のように処理能力が高いＬＳＩはシリコンウエハの小型化
等により放熱効率が悪く、それ自体では十分に冷却させるのが困難な場合が少なくない。
そのため、ファン付きのヒートシンクやヒートパイプ又は水冷などのような冷却手段を用
いる必要が生じる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２００４－２５４７６０
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　集積回路にファン付きのヒートシンク、ヒートパイプ又は水冷などのような冷却手段を
取り付けると相当なコストアップになってしまう。特に、集積回路の数が多くなって各集
積毎に冷却手段を取り付ける必要が生じると著しいコストアップになる。
【００１０】
　また、複数の集積回路に個別に冷却手段を設けると、放熱構造が全体として複雑になっ
て、各部から放熱される熱を確実に排出させるのが難しくなってしまう場合がある。外部
へ漏れる放射ノイズが増加する原因になる場合もある。
【００１１】
　本発明の目的は、ハウジング内に光源ランプ等と併設されている複数の集積回路を低コ
ストの構成で効率よく冷却することができ、しかも放射ノイズの低減にも効果を発揮する
ことができる内視鏡用光源装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
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　上記の目的を達成するため、本発明の内視鏡用光源装置は、内視鏡に供給するための照
明光を発生する光源ランプと、複数の集積回路を含む電子回路が設けられた回路基板とが
、ハウジング内に配置された内視鏡用光源装置において、複数の集積回路と直接又は伝熱
シートを介して同時に面接触する金属板製の放熱板が、回路基板との間に隙間をあけてハ
ウジング内に配置されているものである。
【００１３】
　なお、放熱板が全体として回路基板と平行に配置されていてもよく、放熱板の外縁の半
分以上の部分が、回路基板の外縁と位置を揃えて形成されていてもよい。その場合、放熱
板の外縁部分が回路基板側に折り曲げられていて、その折り曲げ部に回路基板の外縁が嵌
合していてもよい。
【００１４】
　また、放熱板が純度９９％以上のアルミニウム板で形成されていてもよく、放熱板が回
路基板と共通の固定部材で光源装置内に固定されていてもよい。そして、放熱板が、少な
くとも一か所において他の領域より回路基板に接近する側に突出した形状に形成されてい
て、その突出面が複数の集積回路の中の少なくとも一つの集積回路に直接又は伝熱シート
を介して面接触していてもよい。
【００１５】
　そのように構成するために、放熱板の回路基板側に突出した部分が絞り加工で突出形成
されていてもよく、或いは、放熱板が、回路基板との間に隙間をあけて配置された主放熱
板と、回路基板側に突出する状態に主放熱板に固定的に取り付けられた補助放熱板とを含
んでいて、補助放熱板が複数の集積回路の中の少なくとも一つに直接又は伝熱シートを介
して面接触していてもよい。
【００１６】
　その場合、補助放熱板が、集積回路との接触面積より広い面積で主放熱板と面接触して
いてもよい。そして、放熱板に通風孔が穿設されていて、その通風孔部分に送風ファンが
取り付けられていてもよい。
【００１７】
　また、送風ファンが、放熱板の回路基板に面する側と反対側の面から突出する態様に配
置されていてもよく、送風ファンが、回路基板と放熱板との間の隙間内にその外部から空
気を送り込むように設けられていてもよい。送風ファンが、ハウジングに開口形成された
通気孔の近傍に配置されていてもよい。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明によれば、回路基板に設けられた複数の集積回路と直接又は伝熱シートを介して
同時に面接触する金属板製の放熱板が、回路基板との間に隙間をあけてハウジング内に配
置されていることにより、ハウジング内に光源ランプ等と併設されている複数の集積回路
を低コストの構成で効率よく冷却することができ、しかも放射ノイズの低減にも効果を発
揮することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の実施例に係る内視鏡用光源装置内に設けられた回路基板と放熱板の、板
面に垂直な切断面における断面図である。
【図２】本発明の実施例に係る内視鏡用光源装置の回路基板と放熱板部分の分解斜視図で
ある。
【図３】本発明の実施例に係る内視鏡用光源装置の回路基板と放熱板の部分だけを抜き出
して示す斜視図である。
【図４】本発明の実施例に係る内視鏡用光源装置の放熱板から送風ファンが除かれた状態
の回路基板と放熱板の斜視図である。
【図５】本発明の実施例に係る内視鏡用光源装置の放熱板の裏面を示す斜視図である。
【図６】本発明の実施例に係る内視鏡用光源装置の外観斜視図である。
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【図７】本発明の実施例に係る内視鏡用光源装置の、ハウジングが取り除かれた状態の斜
視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、図面を参照して本発明の実施例を説明する。
　図６は、内視鏡用光源装置の外観図である。内視鏡用光源装置のフロントパネルには、
図示されていない内視鏡のライトガイドコネクタが接続されるライトガイドコネクタ受け
１と、内視鏡観察映像の撮像信号等の授受を行うために内視鏡の信号コネクタが接続され
る信号コネクタ受け２等が配置されている。
【００２１】
　内視鏡用光源装置を覆うハウジング３内には、内視鏡に供給する照明光を発生するキセ
ノンランプ等のような高輝度の光源ランプ４が内蔵されている。光源ランプ４は、光源装
置内において放熱用のヒートシンク（図示せず）に取り付けられた状態で配置されている
。
【００２２】
　図７は、内視鏡用光源装置からハウジング３が取り外された状態を示している。ハウジ
ング３内には、撮像信号処理等を行うためにＬＳＩやＩＣ等のような複数の集積回路を有
する電子回路を搭載した回路基板６が配置されている。ただし、電子回路が撮像信号処理
以外の処理を行うためのものであってもよい。
【００２３】
　ハウジング３内にはまた、回路基板６に配置された複数の集積回路の全てと同時に面接
触する金属板製の放熱板７が、回路基板６との間に一定の隙間をあけて配置されている。
放熱板７は、例えばアルミニウム板により形成されている。
【００２４】
　放熱板７は銅板等で形成してもよい。その方が熱伝導性の面でより優れている。しかし
、銅板を用いるとコスト高になる。そこで、純度が９９％以上のアルミニウム板等を用い
ることにより優れた熱伝導性を比較的低コストで得ることができる。
【００２５】
　回路基板６と放熱板７部分の分解斜視図である図２にも示されるように、放熱板７は、
回路基板６とほぼ同程度の面積（例えば、回路基板６の面積の８０～１２０％の面積）を
有しており、全体として回路基板６と平行に配置されている。２０は、内視鏡用光源装置
内に設けられている固定フレームである。
【００２６】
　回路基板６と放熱板７だけを抜き出して図示する図３にも示されるように、放熱板７の
外縁の大半の部分（即ち、半分以上の部分）は、回路基板６の外縁と位置を揃えて形成さ
れて、放熱板７の外縁部分が回路基板６側に折り曲げられ、その折り曲げ部の内面に回路
基板６の外縁が嵌合して位置合わせされている。
【００２７】
　８は、回路基板６に配置されている集積回路の一つに面接触させるために、放熱板７か
ら回路基板６側に向かって円錐台状に突出形成された突出部８である。その詳細について
は後述する。
【００２８】
　９は、放熱板７を冷却するために放熱板７に取り付けられた送風ファンである。なお、
各図には送風ファン９の枠部だけが図示されていて、その内側に配置されている回転羽根
は図示が省略されている。
【００２９】
　放熱板７から送風ファン９が取り去られた状態を図示する図４に明示されるように、放
熱板７には通風孔１０が穿設されている。送風ファン９は、図７に示されるように、その
通風孔１０に外方（上方）から面する状態に、放熱板７の回路基板６に面する側と反対側
の面から突出する態様に配置されている。
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【００３０】
　送風ファン９は、放熱板７と回路基板６との間の隙間の空間に空気を送り込むように駆
動される。内視鏡用光源装置のハウジング３には、通風孔１０の近くに外気取入口（図示
せず）が形成されており、送風ファン９を駆動させると、その外気取入口からハウジング
３内に外気が吸い込まれる。そして、その外気は、回路基板６と放熱板７との間の隙間を
通った後、ハウジング３に形成されている他の開口部から光源装置外に排出される。
【００３１】
　図２に示されるように、回路基板６の放熱板７に対向する側の面には、撮像信号処理を
行うためのＬＳＩ１１やＩＣ１２，１３等のような複数の集積回路を備えた電子回路が搭
載されている。なお、集積回路１１，１２，１３以外の電子回路部分はその図示が省略さ
れている。
【００３２】
　図５は、放熱板７の裏面（即ち、回路基板６に面している側の面）を示している。放熱
板７の裏面部分には、ＬＳＩ１１の上端面全体に面接触する前出の突出部８、及び二つの
ＩＣ１２，１３等の各々の上端面全体に個別に面接触する補助放熱板７Ｂ，７Ｃが設けら
れている。
【００３３】
　補助放熱板７Ｂ，７Ｃは、放熱板７から回路基板６側に突出する状態に、放熱板７（即
ち、補助放熱板７Ｂ，７Ｃとの関係においては「主放熱板７Ａ」）に固定的に取り付けら
れている。
【００３４】
　各補助放熱板７Ｂ，７Ｃは、例えば主放熱板７Ａと同様のアルミニウム板又は熱伝導性
のよい銅材等により形成されていて、リベット１５、ねじ又は溶接等で主放熱板７Ａに固
着されている。なお、補助放熱板７Ｂ，７Ｃが、ＩＣ１２，１３との接触面積より広い面
積で主放熱板７Ａと面接触するように構成すれば、主放熱板７Ａによる放熱効果が高まる
。
【００３５】
　突出部８は、前述のように絞り加工によって放熱板７に円錐台状に形成されており、放
熱板７の他の領域より回路基板６に接近する側に突出して形成されている。その突端面は
放熱板７の他の領域と平行な平面状である。
【００３６】
　図１は、回路基板６と放熱板７を各板面に対して垂直に切断した状態の断面図である。
なお、一つの図に各部の断面形状が表されるように、複数の切断面における断面形状を複
合して図示してある。
【００３７】
　回路基板６と放熱板７とは、その間に配置された複数の間隔保持筒２２により平行に保
たれ、間隔保持筒２２に通されて固定フレーム２０にねじ込まれた固定ビス２１等のよう
な共通の固定部材により、光源装置内に安定した状態に固定されている。
【００３８】
　放熱板７の裏面の突出部８とＬＳＩ１１との間、及び補助放熱板７Ｂ，７ＣとＩＣ１２
，１３との間には各々、軟質で熱伝導性がよい例えば軟質シリコン系樹脂等からなる伝熱
シート１６，１７が挟み込まれている。それによって、ＬＳＩ１１及びＩＣ１２，１３で
発生した熱が効率よく放熱板７に伝達される。
【００３９】
　このように、本実施例においては、放熱板７の突出部８とＬＳＩ１１、及び補助放熱板
７Ｂ，７ＣとＩＣ１２，１３とが伝熱シート１６，１７を介して各々同時に面接触してい
るということができ、各部の寸法誤差等があってもお互いを全面で容易に面接触させるこ
とができる。
【００４０】
　ただし、突出部８とＬＳＩ１１、及び補助放熱板７Ｂ，７ＣとＩＣ１２，１３とを各々
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直接面接触させてもよい。隙間が全くできないように全面で同時に面接触させるのは容易
ではないが、うまく面接触させることができれば最も効率のよい熱伝導が行われて、集積
回路１１，１２，１３の冷却効果がより高まる。
【００４１】
　回路基板６と放熱板７とは略１～２ｃｍ程度の隙間をあけて配置されているが、その隙
間に、送風ファン９によって通風孔１０から外部の空気（冷却風）が流し込まれる。それ
により、回路基板６との間の隙間に空気が滞留して熱が溜まりがちになることなく、放熱
板７からの放熱が促進されて、集積回路１１，１２，１３が冷却される。
【００４２】
　実験によれば、本実施例のような放熱板７を設けない場合には、内視鏡用光源装置内の
集積回路１１，１２，１３の表面温度が、集積回路１１，１２，１３の仕様温度（例えば
８５℃）を越えて１００℃程度に達することがあり、個々の集積回路１１，１２，１３に
市販のヒートシンクを取り付けても１０℃程度の冷却効果しか得られなかった。
【００４３】
　そこで、本実施例のような放熱板７を設けると、送風ファン９を設けない場合であって
も集積回路１１，１２，１３の表面温度を３０℃程度下げる冷却効果が得られ、上述のよ
うな送風ファン９を設けると冷却効果がさらに１０℃程度高まった。送風方向をハウジン
グ３の内から外への吹き出しにした場合の冷却効果増は５℃程度に留まった。なお、放熱
板７の肉厚を厚くすると、薄い場合に比べて冷却効果がより高まる。
【００４４】
　また、集積回路１１，１２，１３を含め回路基板６に設けられた電子回路を覆う状態に
金属製の放熱板７が配置されていることにより、光源装置から外部に漏れる放射ノイズを
低減する効果も得られる。
【００４５】
　このように、本発明によれば、板金又はプレス加工により簡単に製造することができる
放熱板７により集積回路１１，１２，１３を低コストで効果的に冷却することができ、ま
た、放熱対象の熱源を一枚の放熱板７に一元化して、光源装置内の放熱構造を簡素化する
ことができる。
【００４６】
　なお、本発明は上記実施例に限定されるものではなく、例えば、放熱板７が、少なくと
も一か所において他の領域より回路基板６に接近する側に突出した形状に形成されて、そ
の突出面が複数の集積回路１１，１２，１３の中の少なくとも一つの集積回路に直接又は
伝熱シート１６，１７を介して面接触しているものであればよい。
【００４７】
　また、上記実施例では集積回路１１，１２，１３と接触させるために放熱板７に突出部
８と補助放熱板７Ｂ，７Ｃが設けられているが、その一方のみが複数設けられていてもよ
く、或いは他の態様で放熱板７を集積回路１１，１２，１３に面接触させる構成を採って
も差し支えない。
【符号の説明】
【００４８】
　３　ハウジング
　４　光源ランプ
　６　回路基板
　７　放熱板７
　７Ａ　主放熱板
　７Ｂ，７Ｃ　補助放熱板
　８　突出部
　９　送風ファン
　１０　通風孔
　１１　ＬＳＩ（集積回路）
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　１２，１３　ＩＣ（集積回路）
　１６，１７　伝熱シート
　２０　固定フレーム
　２１　固定ネジ（固定部材）

【図１】 【図２】
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